
本校教育目標：【自主】自ら進んで学ぶ生徒 【寛容】明朗で思いやりのある生徒 【挑戦】健康でたくましい生徒

〈重点目標〉自ら考え、判断し、目標に向かって実践する生徒 ～夢の実現～

わくわく どきどき 新入生オリエンテーション
１月２１日（土）、令和５年度入学生のための「新入生オリエンテーション」を実施しました。昨年は新

型コロナウイルス感染症拡大防止のため、要項の配付のみの開催でし

たが、今回は、前半の全体説明を体育館で行い、後半の校舎案内や保

護者説明、制服等の採寸は小学校ごとに会場を分けて行いました。

全体説明では、校長・教頭から学校経営方針や児童・保護者の皆様

にお願いしたいことなどを話しました。特に、児童の皆さんには、充

実した中学校生活を送るために今から心がけてほしいことを話しまし

た。次に、中学１年生を代表して平さんと宮寺さんが中学校生活や部

活動、生徒会活動、学校行事等について紹介し、続いて各担当教員よ

り生活のきまりや学習について説明しました。

第２部は小学校ごとに時間差を設けて、校舎案内、保護者の皆様へ

の必要物品と諸会費の納入方法等についての説明をし、制服と運動着

の採寸を実施しました。

今回のオリエンテーションの目的の一つは、中学校への進学の不安

を取り除き、期待を持ってもらうことでした。４月６日の入学式でみ

なさんとまた会える日を楽しみにしています。

感謝 新湊南部中学校からの贈り物 今年も富山県射水市立新湊南部中学校から、３年

生の皆さんが自校栽培した新米を南相馬市に送っていただきました。寄せ書きと学年紹介・農業体験紹介を

綴ったポスター、学校の様子や農業体験を記録した DVDもいただきました。
１月２４日（火）の給食時に、その DVD を視聴しながら、新米（富

山米コシヒカリ）をいただきました。５月の田植えから、９月の稲刈

り、そして精米・袋詰めなどの丁寧な作業の様子が動画で記録されて

おり、「コロナ禍で大意変な時代ですが、今できることをみつけ精一杯

頑張り、お互いに未来を切り拓いていきましょう。」というメッセージ

も添えられていました。

寄せ書きには、「１０年以上、僕たち新湊南部中学校と交流していた

だきありがとうございます。」、「コロナ禍の中でも、お互い頑張りまし

ょう。」などの思いのこもった温かなメッセージがありました。遠く離

れていても共に困難を乗り越えていこうというあたたかな気持ちが伝

わってきました。

新湊南部中学校の皆さんには、震災から１２年が経つ今でも、支援

を継続していただいていることに心からの感謝の気持ちを伝えたいと

思います。新湊南部中学校３年生の皆さん、おいしいお米をありがと

うございました。

※ 裏面に、「学校評価の結果について」を掲載しております。
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◎ １２月に実施した「学校評価」の結果を３回に渡って

お知らせしています。今回は最終回になります。

３ 健やかな心とからだを育みます

全 体 3.4 運動制限なく３分間走、各種目を行う

ことができたため、２・３年生男女ともに

保護者 3.3 新体力テストの結果を大幅にアップしまし

た。一方で、瞬発力、タイミングよく動く

生 徒 3.5 ことが苦手な生徒が多いことから、どの

ような運動を重点的に取り上げて指導し

教職員 3.3 ていけばよいかを検討していきます。

全 体 3.4 朝食について見直そう週間運動、思春

期保健教室、歯科保健指導、食育集会な

保護者 3.5 どを実施し、様々な側面から健康教育を

推進してきました。今後も、家庭との連

生 徒 3.5 携を図るため、保健だよりや学校だより

等によって、情報提供をしていきたいと

教職員 3.4 思います。

全 体 3.7 年２回、４月（地震・火災）と 11月（土
砂災害・火災）に避難訓練を行いました。

保護者 3.4 回数と内容等の再検討については学校評議

員の方からご意見をいただきました。自分

生 徒 3.8 で考え、判断することを訓練するために、

様々な状況を想定した避難訓練を実施した

教職員 3.9 いと考えています。

４ 地域・保護者に信頼される学校にします

全 体 3.6 学校だより（毎週発行）やホームページ

（可能な限り毎日更新）などで学校の様子

保護者 3.4 を、お伝えしています。また、各学級担任

が学級通信を適宜発行し、生徒の様子をお

生 徒 3.6 届けしています。今後も、家庭や地域に向

けて積極的な情報発信をしていきたいと思

教職員 3.7 います。

全 体 3.4 コロナ禍の中、地域の様々な史跡や施設

を調べる学習や地域の人材を活用した学習

保護者 3.3 を実施することができました。次年度は、

生徒による地域貢献活動の充実を図り、地

生 徒 3.5 域の方々とともに活動したり、地域行事に

積極的に参加できるようにしていきたいと

教職員 3.6 思います。

※ 評価は、 ４：あてはまる、３：どちらかといえばあてはまる、２：あまりあてはまらない、１：あてはまらない、

△：よくわからないで回答していただきました。「よくわからない」については、評価点には入っておりません。
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